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文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 健 康 教 育 ・ 食 育 課
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学 校 給 食 は 、 地 域 の 伝 統 的 な 食 文 化 や 、 食 に 関
わ る 人 々 へ の 感 謝 、 食 料 の 生 産 ・ 流 通 ・ 消 費 な どを 学 ぶ こ と が で き る 「 生 き た 教 材 」 で す 。 将 来 、児 童 生 徒 が 健 康 で 健 全 な 食 生 活 を 営 む こ と が で きる よ う 、 七 つ の 目 標 が 掲 げ ら れ て い ま す 。

学 校 給 食 は 、 明 治

2 2年 に 山 形 県 鶴 岡 町 （ 現 鶴 岡

市 ） で 貧 困 家 庭 の 子 供 を 対 象 に 行 わ れ た こ と が 始ま り と さ れ て い ま す 。 戦 時 中 一 時 中 断 さ れ ま し たが 、 再 開 を 求 め る 国 民 の 声 が 高 ま り 、 昭 和

2 1年 に

米 国 の L A R A  （

Lic
e
n
s
e
d
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g
e
n
cie

s
fo

r
R

elief

in
A

sia： ア ジ ア 救 済 公 認 団 体 ） か ら 、 給 食 用 物

資 の 寄 贈 を 受 け 、 昭 和

2 2年 １ 月 か ら 再 開 さ れ ま し

た 。 同 年

1 2月

2 4日 に 、 東 京 都 内 の 小 学 校 で 給 食 用

物 資 の 贈 呈 式 が 行 わ れ 、 そ れ 以 来 、 こ の 日 が 学 校給 食 感 謝 の 日 と 定 め ら れ ま し た 。 そ し て 、 昭 和
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年 度 に 、 学 校 給 食 に よ る 教 育 効 果 を 促 進 す る 観 点か ら 、 冬 季 休 業 と 重 な ら な い １ 月

2 4日 か ら １ 月

3 0

日 ま で の １ 週 間 が 「 学 校 給 食 週 間 」 と 定 め ら れ まし た 。 さ ら に 、 昭 和

2 9年 に は 学 校 給 食 法 が 制 定 さ

れ 、 そ の 後 も 、 現 在 に い た る ま で 、 学 校 給 食 は 学校 教 育 活 動 の 一 環 と し て 、 普 及 ・ 充 実 が 図 ら れ てお り ま す 。
子 供 た ち の 食 生 活 を 取 り 巻 く 環 境 が 大 き く 変 化

し 、 偏 っ た 栄 養 摂 取 、 肥 満 傾 向 な ど 、 健 康 状 態 につ い て 懸 念 さ れ る 点 が 多 く 見 ら れ る 今 日 、 学 校 給食 は 子 供 た ち が 食 に 関 す る 正 し い 知 識 と 望 ま し い食 習 慣 を 身 に 付 け る た め に 重 要 な 役 割 を 果 た し てい ま す 。
学 校 給 食 週 間 に お い て は 、 こ の よ う な 学 校 給 食

の 意 義 や 役 割 に つ い て 、 児 童 生 徒 や 教 職 員 、 保 護者 や 地 域 住 民 の 理 解 を 深 め 関 心 を 高 め る た め 、 全国 で 様 々 な 取 組 が 行 わ れ て い ま す 。

学 校 給 食 の 意 義

学 校 給 食  ・  学 校 給 食 週 間 の 起 源

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 が 続 く 状 況 下 で 行 事 開 催 に 制 約 が 設 け ら れ る な か 、

S N S  等 を 用 い た 広 報 活 動 が 全 国 的 に 行 わ れ て い ま す 。

こ こ で は 、 文 部 科 学 省 に お け る 取 組 と 、 各 地 域 の 取 組 に つ い て ご 紹 介 し ま す 。

特 集

学 校 給 食 週 間 の 新 た な 取 組
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こ れ ま で の 学 校 給 食 週 間 で は 、 給 食 を 通 じ た
食 育 体 験 会 や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど の 様 々 な 取 組が 行 わ れ て き ま し た 。 一 方 で 、 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、 対 面 で の イ ベン ト 開 催 は 難 し い 中 で も 、 各 地 で は 、 地 域 の 実情 に 応 じ な が ら も 工 夫 し た 取 組 が 行 わ れ て い ます 。 学 校 給 食 の 歴 史 を 振 り 返 ら れ る よ う な 献 立が 提 供 さ れ た り 、 さ ら に 、 こ れ ら が Ｓ Ｎ Ｓ 等 の

イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ 発 信 さ れ た り し て い ま す 。
文 部 科 学 省 で は 、 学 校 給 食 週 間 の 間 に 、 自 治

体 か ら 発 信 さ れ た 取 組 を 、 文 部 科 学 省 公 式 ア カウ ン ト か ら 更 に 発 信 し 、 他 の 自 治 体 等 で も 参 考と し て い た だ け る よ う に 広 く 共 有 し ま し た 。
学 校 給 食 の 始 ま り に ち な ん だ 献 立 が 提 供 さ れ 、

学 校 給 食 の 歴 史 に つ い て 、 子 供 た ち が 興 味 を 持 つき っ か け づ く り が な さ れ ま し た 。

学 校 給 食 期 間 中 の 学 校 給 食 を 、  「 ひ ょ う ご 五 国

（ 摂 津 、  播 磨 、  但 馬 、  丹 波 、  淡 路 ）  う ま い も ん 給 食 」と 題 し 、 地 域 の 特 産 物 や 郷 土 料 理 が ふ ん だ ん に 盛り 込 ま れ た 献 立 が 提 供 さ れ 、 地 場 産 物 や 食 文 化 を学 ぶ 機 会 と な り ま し た 。

各 地 域 で の 取 組 紹 介

今 年 の 学 校 給 食 週 間に お け る 取 組

東 京 都 港 区 立 青 山 小 学 校  （

T
witt

er

）

兵 庫 県 淡 路 市

（

T
witt

er

）

学 校 給 食 週 間 の 新 た な 取 組特 集
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全 国 学 校 給 食 週 間 に 合 わ せ て 、 保 護 者 や 地 域 の
皆 様 に 広 く 関 心 を 高 め て も ら え る よ う 、 学 校 給 食に 関 連 す る 書 籍 や 、 学 校 給 食 が で き る ま で な ど を示 し た 資 料 の 展 示 が 、 市 立 図 書 館 ６ 館 で 行 わ れ まし た 。

文 部 科 学 省 で は 、  各 地 域 で の 取 組 紹 介 に 限 ら ず 、

T
w
itte

r
の

文 部 科 学 省 公 式 ア カ ウ ン ト に お い て 、

学 校 給 食 に ま つ わ る ク イ ズ を 誰 で も 参 加 で き る よう な 投 票 機 能 を 付 け て 出 題 し た と こ ろ 、 例 年 の 投稿 以 上 に 反 響 が あ り 、 好 評 を 博 し ま し た 。

配 信 さ れ た ２ 本 の 動 画 は 、 現 在 も

Y
o
u

T
u

b
e文 部

科 学 省 公 式 チ ャ ン ネ ル よ り 御 覧 い た だ け ま す 。 また 、 文 部 科 学 省 の

H
P
で は 、 こ れ ら の 他 に も 、 学

校 給 食 や 学 校 に お け る 食 育 に つ い て の 情 報 を 随 時更 新 の 上 、 掲 載 し て い ま す 。（

h
tt
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s:/

/
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e
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u
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e
x.ht

m）
　
給 食 週 間 の 期 間 だ け で な

く 、 日 頃 の 食 育 推 進 や 皆 様 の 食 生 活 を 見 直 す き っか け と し て 、 是 非 御 活 用 い た だ け れ ば 幸 い で す 。

Ｓ Ｎ Ｓ 上 の 取 組 の 他 に も 、

Y
o
u

T
u

b
eに お い て 、

「 学 校 給 食 週 間 広 報 動 画 」 及 び 「 栄 養 教 諭

P
R
動

画 ～ あ な た の 学 校 に 栄 養 教 諭 は い ま す か ？ ～ 」 を配 信 し 、 学 校 給 食 週 間 及 び 栄 養 教 諭 の 一 般 の 認 知拡 大 を 図 り ま し た 。

文 部 科 学 省 に お け る 新 た な 取 組 滋 賀 県 長 浜 市  （

F
a
c
e
b

o
o
k

）

学 校 給 食 週 間 の 新 た な 取 組 特 集

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/syokuiku/index.htm
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ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 の 裾 野 を 国 全 体 に 拡 大 す る た め の 取 り 組 み の 一 環 と し て 、  大 学 生  ・  大 学 院 生 を 対 象 と し た
「 全 国 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム 」  を 、  令 和 ３ 年

1 2月 か ら 令 和 ４ 年 １ 月 に か け て オ ン ラ イ ン 形 式 で 実 施 し ま し た 。

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 の 裾 野 を 国 全 体 に
拡 大 す る た め の 取 り 組 み の 一 環 と し て 、 大 学 生 ・大 学 院 生 を 対 象 と し た 「 全 国 ア ン ト レ プ レ ナ ー シッ プ 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 を 、 令 和 ３ 年

1 2月 か ら

令 和 ４ 年 １ 月 に か け て オ ン ラ イ ン 形 式 で 実 施 し まし た 。
ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ と は 、 起 業 の 有 無 に 関

わ ら ず 、 周 囲 の 環 境 に よ る 制 限 や 自 ら が 持 つ リ ソー ス の 枠 を 超 え て 行 動 を 起 こ し 新 た な 価 値 を 生 み出 し て い く 精 神 を 意 味 し ま す 。 新 た な ウ イ ル ス に

よ る 感 染 症 の 流 行 や 急 速 な テ ク ノ ロ ジ ー の 進 展 など に よ り 不 確 実 性 の 高 ま る 世 界 に お い て 、 こ の よう な 精 神 の 醸 成 は よ り 一 層 重 要 性 を 増 し て い ます 。 我 が 国 に お い て も 、 例 え ば 新 し い 資 本 主 義 実現 会 議 に お い て 、 岸 田 文 雄 内 閣 総 理 大 臣 か ら 「 経済 全 体 の 付 加 価 値 を 持 続 的 に 引 き 上 げ る た め 、 スタ ー ト ア ッ プ エ コ シ ス テ ム の 抜 本 的 強 化 を 加 速 する 」 と の 発 言 が あ り ま し た 。 ア フ タ ー コ ロ ナ の 社会 に お い て 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を も た ら す 人 材 や スタ ー ト ア ッ プ が 次 々 と 生 ま れ る エ コ シ ス テ ム を 構築 す る た め に は 、 研 究 開 発 投 資 や リ ス ク マ ネ ー の供 給 な ど の 資 金 面 だ け で な く 、 新 た な 価 値 創 造 を担 う ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ を 持 っ た 人 材 の 育 成が 不 可 欠 で す 。

文 部 科 学 省 で は 大 学 等 へ の 支 援 を 通 じ て 、 ア ン
ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 施 策 を 実 施 し て き ま した 。 一 言 で ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 と 言 っ ても 、 実 際 に は 幅 広 い 内 容 を 含 ん で い ま す 。 す な わち 、 起 業 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 自 身 の 持 つ リ ソ ー スの 枠 を 超 え て 行 動 を 起 こ し 新 た な 価 値 を 生 み 出 して い く 精 神 や 態 度 を 学 ぶ と こ ろ か ら 、 起 業 と い う課 題 解 決 の 手 段 を 知 り 理 解 を 深 め る 段 階 、 さ ら には 実 際 に 起 業 す る 際 に 必 要 と な る 具 体 的 な 知 識 や能 力 を 身 に 着 け る 段 階 ま で を 対 象 と し て い ま す 。こ れ ら の 内 容 を 対 象 ご と に 体 系 的 に 提 供 す る プ ログ ラ ム を 整 備 す る こ と を 目 指 し て い ま す 。

例 え ば 、 平 成

2 6年 度 か ら 平 成

2 8年 度 ま で 実 施 し

な ぜ 今 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プが 必 要 か

こ れ ま で の 文 部 科 学 省 の 取 り 組 み
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た グ ロ ー バ ル ア ン ト レ プ レ ナ ー 育 成 促 進 事 業（
E
D
G
E
） で は 、 博 士 後 期 課 程 の 学 生 や 若 手 研

究 者 を 主 な 対 象 と し て 、 大 学 等 の 研 究 開 発 成 果 を基 に し た ベ ン チ ャ ー の 創 業 や 、 既 存 企 業 に よ る 新事 業 の 創 出 を 促 進 す る 人 材 の 育 成 す る た め の プ ログ ラ ム を 開 発  ・  実 施 す る 大 学 を 支 援 し て き ま し た 。平 成

2 9年 度 か ら 実 施 し て い る 後 継 事 業 の 次 世 代 ア

ン ト レ プ レ ナ ー 育 成 事 業 （

E
D
G
E︲
N
E
X
T
）

【 図 １ 】 で は 、 大 学 等 、 企 業 及 び 自 治 体 か ら 構 成
さ れ る ５ つ の コ ン ソ ー シ ア ム に お い て 、 大 学 と 自治 体 の 協 働 に よ る 魅 力 的 な ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ップ 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 や 、 ア ン ト レ プ レ ナ ー シッ プ 教 育 に 関 す る 大 学 間 及 び 大 学 内 で の 横 断 的 連携 の 進 展 を 目 指 し て 支 援 拡 大 し て き ま し た 。E

D
G
E︲
N
E
X
T
で は 研 究 者 だ け で な く 学 部 生

に も 対 象 を 広 げ 、 一 部 で は 小 中 高 校 生 が 参 加 す るプ ロ グ ラ ム も 開 発 さ れ る な ど 、 支 援 の 裾 野 が 広 がっ て き て い ま す 。  さ ら に 、  令 和 ２ 年 ７ 月 に 内 閣 府  ・文 部 科 学 省 ・ 経 済 産 業 省 に お い て 選 定 し た 「 ス ター ト ア ッ プ ・ エ コ シ ス テ ム 拠 点 都 市 （ ※ １ ）  」 に対 し 、 自 治 体 ・ 産 業 界 と 連 携 し 、 大 学 等 に お け る実 践 的 な ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 と 大 学 等 発ベ ン チ ャ ー 創 出 の 総 合 的 な 環 境 整 備 に 係 る 支 援 を２ ０ ２ １ 年 ３ 月 よ り 開 始 し 、 支 援 の 裾 野 を 拡 大 させ て い ま す 。
こ う い っ た 施 策 へ の 参 画 大 学 を 中 心 と し て 、 ア

ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 プ ロ グ ラ ム が 開 発 され 、 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ の 醸 成 は 促 進 さ れ つつ あ り ま す 。

し か し な が ら 、 諸 外 国 や 我 が 国 全 体 を 見 る と ま
だ ま だ 十 分 で は な い と い う の が 現 状 で す 。 我 が 国で は 諸 外 国 に 比 べ 「 将 来 の 夢 を 持 っ て い る 」  「 自分 で 国 や 社 会 を 変 え ら れ る と 思 う 」 と 答 え る 若 者の 割 合 が 格 段 に 低 い と い う 調 査 結 果 が 出 て い ま

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 の現 状 と 課 題

※ １ ： ス タ ー ト ア  ッ  プ  ・  エ  コ シ ス テ ム 拠 点 都 市 と は 、  内 閣 府 が 、  文 部 科 学省 、  経 済 産 業 省 及 び 各 関 係 省 庁 と 連 携 し 、  世 界 に 伍 す る 日 本 型 の スタ  ー  ト  ア  ッ  プ  ・  エ  コ  シ ス  テ ム  の 拠 点 の 形 成 と 発 展 を 支 援 す る た め 、  ス  タ  ー  トア  ッ  プ や 支 援 者 の  一  定 の 集 積 と 潜 在 力 を 有 す る 都 市 に お  い て 、  地 方 自 治体 、  大 学 、  民 間 組 織 等 が 策 定 し た 拠 点 形 成 計 画 を 認 定 す る 枠 組 み の こと 。  選 ば れ た 都 市 に 対 し て 、  内 閣 府 、  文 部 科 学 省 、  経 済 産 業 省 は じ め 各省 庁 が 連 携 し て 国 の 補 助 事 業 、  海 外 展 開 支 援 、  規 制 緩 和 等 を 積 極 的 に実 施 す る 。

図 1 　 E D G E - N E X T の ５ つ の コ ン ソ ー シ ア ム と 参 画 大 学

図 2 - 1 　 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ に 係 る 各 種 指 標 の 国 際 比 較

主 幹 機 関 協 働 機 関 プ ロ グ ラ ム 名

東 北 大 学
北 海 道 大 学 、 小 樽 商 科 大 学 、
京 都 大 学 、 神 戸 大 学 、 宮 城 大 学

“ E A R T H o n E D G E”
～ 東 北 ・ 北 海 道 か ら の 起 業 復 興 ～

東 京 大 学
筑 波 大 学 、 お 茶 の 水 女 子 大 学 、
静 岡 大 学

産 官 学 グ ロ ー バ ル 連 携 に よ る
E D G E N E X T プ ロ グ ラ ム
 ( Gl o b al T e c h E D G E N E X T)

名 古 屋 大 学
岐 阜 大 学 、 名 古 屋 工 業 大 学 、
豊 橋 技 術 科 学 大 学 、 三 重 大 学
※ そ の ほ か 大 阪 大 学 が 協 力

T o k ai- E D G E （ T o n g ali ）
プ ロ グ ラ ム

九 州 大 学

奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 、
大 阪 府 立 大 学 、 立 命 館 大 学
※ そ の ほ か 広 島 大 学 、 福 岡 大 学 、

崇 城 大 学 、 立 命 館 ア ジ ア 太 平 洋 大 学 が 協 力

多 様 性 と 創 造 的 協 働 に 基 づ く
ア ン ト レ プ レ ナ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム

（I D E A: I n n o v ati o n x Di v er sit y x 
E ntr e pr e n e ur s hi p E d u c ati o n Alli a n c e ）

早 稲 田 大 学
山 形 大 学 、 滋 賀 医 科 大 学 、
東 京 理 科 大 学 、 多 摩 美 術 大 学

※ そ の ほ か 会 津 大 学 が 協 力

Ｅ Ｄ Ｇ Ｅ- Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 人 材 育 成 の た め の
共 創 エ コ シ ス テ ム の 形 成

（ S k y w ar d E D G E ）

出 典 ：1 8 歳 意 識 調 査 「 第 2 0 回  - 社 会 や 国 に 対 す る 意 識 調 査- 」 　 令 和 元 年 1 1 月 （ 日 本 財 団 ）

全 国 の 大 学 生 ・ 大 学 院 生 の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 に 向 け た 、 大 規 模 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 試 行 に つ い て
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す 。  【 図 ２

︲
１ 】  ま た  「 起 業 活 動 率 ※ ２ 」  【 図 ２

︲
２ 】

や 「 在 学 段 階 で の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 の実 施 状 況 」 な ど の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ に 係 る各 種 指 標 が 相 対 的 に 低 く 【 図 ２

︲
３ 】  、 実 際 、 我

が 国 の 大 学 に お け る ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育受 講 者 は 全 国 の 大 学 生 ・ 大 学 院 生 お よ そ ３ ０ ０ 万人 の う ち １

%
ほ ど で あ り 限 定 的 で す 。 国 内 大 学 に

お け る ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 の 取 組 が 限 定的 で あ る 現 状 に つ い て 、 大 学 全 体 と し て の ア ン トレ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 へ の 理 解 が 不 足 し て お り 、一 部 の 教 職 員 の み が 活 動 し て い る 状 態 の た め に 受

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 文 部 科 学 省 で は 現
在 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 に ア ク セ ス で きて い な い 学 生 に 教 育 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ とを 目 的 と し た 、 全 国 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 人材 育 成 プ ロ グ ラ ム を 試 行 的 に 開 始 し て い ま す 。全 国 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 人 材 育 成 プ ロ グ ラム で は 、  約 １

,
０ ０ ０ 名 の 全 国 津 々 浦 々 の 大 学 生  ・

大 学 院 生 が オ ン ラ イ ン 上 で 集 ま り 、 ５ 名 １ 組 のチ ー ム で の グ ル ー プ ワ ー ク や オ ン デ マ ン ド 動 画コ ン テ ン ツ で の 個 別 学 習 な ど を 通 じ て ア ン ト レプ レ ナ ー シ ッ プ の エ ッ セ ン ス を 学 び ま す 。 以 下の ２ つ の コ ー ス が 用 意 さ れ て お り 、 大 学 生 、 大学 院 生 で あ れ ば 誰 で も 、 ど こ か ら で も 無 料 で 受講 で き る プ ロ グ ラ ム に な っ て い ま す  （  「 コ ー ス １  ：S
D
G
s
、 地 域 の 社 会 課 題 を 本 気 で 考 え る た め の

コ ー ス 」  、  「 コ ー ス ２ ： 新 し い チ ャ ン ス を 見 つ けて 課 題 解 決 や ビ ジ ネ ス に 活 か す 具 体 的 な 方 法 論を 学 ぶ コ ー ス 」  ）  。 加 え て 本 プ ロ グ ラ ム で は 先 進的 な ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 プ ロ グ ラ ム を提 供 す る だ け で な く 、 プ ロ グ ラ ム を 持 続 的 に 実施 し 、 全 国 の 大 学 に お け る ア ン ト レ プ レ ナ ー シッ プ の 醸 成 を 進 め る た め に 、 障 壁 と な る 様 々 な運 営 上 の 課 題 の 解 決 に 向 け た 検 討 も 行 っ て い ます 。

講 者 の 裾 野 が 広 が ら な い こ と や 、 大 学 内 外 に お いて 指 導 者 側 の 人 材 や 資 金 な ど の リ ソ ー ス 確 保 が 不十 分 で あ る こ と 、 教 育 プ ロ グ ラ ム の コ ン テ ン ツ や方 法 論 、 成 功 事 例 の 横 展 開 が で き て い な い こ と など が 課 題 と し て 挙 げ ら れ ま す 。 今 後 は こ れ ま で 参画 し て い な か っ た 大 学 等 と も 連 携 を 深 め 、 最 終 的に は 全 国 の 学 生 が ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 を受 講 で き る 環 境 の 実 現 を 目 指 し て い ま す 。
図 2 - 3 　 起 業 家 的 枠 組 み の 条 件 に 関 す る ラ ン キ ン グ （ 5 4 か 国 中 ）

出 典 ： Gl o b al E ntr e pr e n e ur s hi p M o nit or 2 0 1 9 / 2 0 2 0 Gl o b al R e p ort よ り 文 部 科 学 省 に て 作 成

※ ２ ： 起 業 活 動 率 と は 、  独 立  ・  社 内 を 問 わ ず 、  新 し  い ビ ジ ネ ス を 始 め るた め の 準 備 を 行 っ  て お り 、  か  つ ま だ 給 与 を 受 け 取 っ  て  い な  い ま た は 受 け取  っ  て  い る 場 合 そ の 期 間 が ３ ヵ  月 未 満 で あ る 人 、  ま た は す で に 会 社 を 所有 し て  い る 経 営 者 で 、  当 該 事 業 か ら の 報 酬 を 受 け 取  っ  て  い る 期 間 が ３  ヵ月 以 上 、  ３  ・  ５ 年 未 満 の 人 が 成 人 人 口 に 占 め る 割 合 の こ と を 言 う 。

全 国 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 試 行

図 2 - 2 　 世 界 各 国 の 起 業 活 動 率 （ 2 0 1 9 年 ）

出 典 ： 平 成 3 1 年 度 グ ロ ー バ ル ・ ス タ ー ト ア ッ プ ・ エ コ シ ス テ ム 連 携 強 化 事 業 「 起 業 家 精 神 に 関 す る 調 査 」 報 告 書
（ 令 和 ２ 年 ３ 月 み ず ほ 情 報 総 研 株 式 会 社 （ 経 済 産 業 省 委 託 調 査 ） ） よ り 文 部 科 学 省 に て 作 成

日 本
5. 4 %

中 国

8. 7 %

英 国

9. 3 %

イ ス ラ エ  ル

1 2 . 7  %

米 国

1 7. 4 %

全 国 の 大 学 生 ・ 大 学 院 生 の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 に 向 け た 、 大 規 模 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 試 行 に つ い て
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今 回 、 本 プ ロ グ ラ ム を 試 行 的 に 実 施 し な が ら 、
大 学 に お け る ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 の 受講 機 会 の 拡 大 に 際 し て 障 壁 と な る 、 ３ つ の 課 題に 対 す る 解 決 策 を 検 証 し よ う と し て い ま す 。

１ つ 目 が 、 こ れ ま で リ ー チ で き て い な か っ た
学 生 層 へ の 有 効 な ア プ ロ ー チ 方 法 の 検 証 で す 。ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 を 実 施 し て い な い全 国 の 大 学 か ら も 受 講 者 を 集 め る た め 、 全 国 の大 学 の 協 力 に よ る 各 大 学 か ら の 案 内 な ど の 従 来の 広 報 媒 体 で の 受 講 生 募 集 に 加 え 、

G
o
o
g
l
e
、

F
a
c
e
b
o o

k
広 告 や 文 部 科 学 省 の 公 式

S
N
S
で

の 広 報 も 実 施 【 図 ３ 】 し 、 ど の 広 報 手 段 に よ る集 客 が 有 効 か を 検 証 し ま す 。

２ つ 目 は １ プ ロ グ ラ ム あ た り の 受 講 者 数 の 拡
大 方 法 の 検 証 で す 。 こ れ ま で ア ン ト レ プ レ ナ ーシ ッ プ 教 育 で 提 供 さ れ て き た 対 面 形 式 の グ ル ープ ワ ー ク は 、 １ プ ロ グ ラ ム あ た り 数 十 名 規 模 の受 講 が 限 界 で し た 。 一 方 、 本 プ ロ グ ラ ム で は 大人 数 が 同 時 に 受 講 す る の に 適 し た プ ロ グ ラ ム を新 た に 開 発 し 、 最 大 ８ ０ ０ 名 の 受 講 者 が 複 数 のオ ン ラ イ ン ツ ー ル を 上 手 く 組 み 合 わ せ る こ と で一 度 に 大 人 数 が 同 時 に 受 講 で き る 環 境 を 整 え 、そ の オ ペ レ ー シ ョ ン や 教 育 効 果 の 検 証 を 行 い ます 。

３ つ 目 は 、 指 導 者 側 の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 と
プ ロ グ ラ ム 実 施 ノ ウ ハ ウ の 共 有 方 法 の 検 証 で す 。こ れ ま で 我 が 国 で は ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教育 が 十 分 に 行 わ れ て 来 な か っ た こ と も あ り 、 アン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ を 教 え る こ と が で き る 指導 者 や ノ ウ ハ ウ の 蓄 積 、 共 有 が 不 足 し て い ま す 。今 回 の プ ロ グ ラ ム で は 、 学 生 へ の 広 報 活 動 と 同時 に 、 各 大 学 の 教 職 員 等 の 指 導 者 に 対 し て も 本プ ロ グ ラ ム を 周 知 し 、 学 生 が 参 加 す る

T
e a

m
s

上 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 教 職 員 も 一 緒 に 参 加 でき る よ う に し て い ま す 。 参 加 し た 教 職 員 はT
e
a
m
s
上 で 行 わ れ る 学 生 の や り 取 り や 、 プ ロ

グ ラ ム 講 師 の

Z
o
o
m
上 で の フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 、

事 務 局 側 の プ ロ グ ラ ム 運 営 方 法 の 詳 細 に つ い て 、全 て 知 る こ と が で き る よ う に な っ て い ま す 。 また プ ロ グ ラ ム 終 了 後 に 、 教 職 員 同 士 の 意 見 交 換の 場 を 設 定 し 、 運 営 上 の 改 善 点 や 、 自 大 学 で も本 プ ロ グ ラ ム の エ ッ セ ン ス を 取 り 入 れ 同 様 の プロ グ ラ ム を 実 施 し よ う と し た 際 に 想 定 さ れ る 課題 な ど に つ い て 意 見 を 吸 い 上 げ 、 プ ロ グ ラ ム の

検 証 に 活 か す 予 定 で す 。
こ の よ う に 本 プ ロ グ ラ ム は 受 講 生 へ の プ ロ グ

ラ ム 受 講 機 会 を 提 供 す る と 同 時 に 、 今 後 の 我 が国 全 体 の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 を 進 め るた め の 施 策 検 討 に 活 用 さ れ ま す 。
本 プ ロ グ ラ ム は 本 年 度 初 め て 実 施 さ れ た も の

で す が 、 既 に 注 目 す べ き 結 果 が 得 ら れ て い ま す 。学 生 へ 提 供 し て い る ２ つ の コ ー ス （ 定 員 は そ れぞ れ 最 大 ２ ５ ０ 名 と ８ ０ ０ 名 ） に 対 し て 、 当 初の 想 定 を 上 回 る 申 込 （ 両 コ ー ス へ の 申 込 総 計 で延 べ 約

1,
８ ０ ０ 名

 ） が あ り 、 い ず れ の コ ー ス も

申 込 者 が 定 員 を 超 過 す る こ と と な り ま し た 。 機会 さ え あ れ ば 挑 戦 し た い と い う 学 生 が 多 く い るこ と の 現 れ だ と 考 え て い ま す 。
さ て 、 本 プ ロ グ ラ ム の 提 供 す る コ ー ス の う ち 、

東 京 大 学 の 馬 田 隆 明 先 生 が 担 当 す る コ ー ス は 全８ 回 中 ４ 回 ま で 進 行 （

1 2月 末 時 点 ） し て い ま す

の で 、 そ の 内 容 の 一 部 を ご 紹 介 し ま す 。  【 図 ４ 】
こ の コ ー ス は 、 新 し い チ ャ ン ス を 見 つ け て 課

題 解 決 や ビ ジ ネ ス に 活 か す 具 体 的 な 方 法 論 を グル ー プ ワ ー ク や ピ ッ チ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に よっ て 学 ぶ こ と を 目 的 に し て い ま す が 、 コ ー ス の特 徴 の １ つ と し て 定 員 が ８ ０ ０ 名 に 設 定 さ れ てい る こ と が 挙 げ ら れ ま す 。

T
e
a
m
s
と い っ た オ

本 プ ロ グ ラ ム の も う 一 つ の 狙 い

こ れ ま で に 実 施 さ れ た 教 育プ ロ グ ラ ム の 内 容 に つ い て

図 ３ 　 配 信 し た S N S 広 告

全 国 の 大 学 生 ・ 大 学 院 生 の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 に 向 け た 、 大 規 模 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 試 行 に つ い て
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ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル を 活 用 す るこ と で 数 百 名 、 １ ０ ０ チ ー ム 規 模 の 同 時 グ ル ープ ワ ー ク を 可 能 に し た 今 回 の 取 組 が 成 功 す れ ば 、教 員 や 組 織 と い っ た リ ソ ー ス の 不 足 し て い る 地方 を は じ め と し た 全 国 へ ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ

レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 に 関 心 を 持 っ て く れ る かに つ い て 、 課 内 で 議 論 を 重 ね ま し た 。  「 起 業 」 とい う と 言 葉 を 前 面 に 出 す と 、 自 分 に は 関 係 が ない と 感 じ 、 情 報 を 切 り 捨 て て し ま う 学 生 が 増 えて し ま う 問 題 が あ る と 感 じ て い ま し た 。 そ こ で今 回 は 極 力 「 起 業 」 と い う 言 葉 は 使 わ ず 、 キ ャッ チ フ レ ー ズ と し て 「 世 界 を 変 え る 、 自 分 を 変え る

　
一 歩 踏 み 出 す 勇 気 を 手 に 入 れ て み ま せ ん

か ？ 」 と 定 め ま し た 。 こ の プ ロ グ ラ ム で 教 え られ て い る 内 容 は 一 部 起 業 を 題 材 に 使 っ て は い るも の の 、 あ く ま で そ れ は 方 法 論 と 捉 え て い ま す 。本 当 に 学 ん で 頂 き た い こ と は 、 如 何 に 自 分 が 本当 に や り た い こ と を 見 つ け 、 様 々 な 制 約 の 枠 を超 え て 、 社 会 に 新 た な 価 値 を 生 み 出 し て い く かに つ い て で す 。 そ う い っ た 挑 戦 を 日 々 積 み 重 ねら れ る 人 材 が 活 躍 で き る 社 会 、 環 境 を 整 え て いき た い と 考 え て お り 、 今 回 の 取 り 組 み が そ の 一助 に な れ ば と 考 え て い ま す 。
本 プ ロ グ ラ ム へ の 応 募 は 既 に 締 め 切 ら れ て い

ま す が 、 今 後 こ れ ら の 取 り 組 み 等 の 結 果 を 盛 り込 ん だ 調 査 報 告 書 を 公 表 予 定 で す 。 ま た 、 今 年度 の プ ロ グ ラ ム を 踏 ま え て 、 文 部 科 学 省 で は 大学 等 に お け る ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 の 全国 展 開 を 検 討 し て い ま す の で 、 引 き 続 き ご 関 心を 寄 せ て い た だ け ま す と 幸 い で す 。問 い 合 わ せ 先  ：
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H
P
：

http
s://

e
ntre

p
re

n
e
u
rs

hip-2
0
2
1.

m
e
xt.g

o.jp
/

　

プ 教 育 を 展 開 し て い く た め の 足 が か り と な り ます 。
第 １ 回 の 講 義 で は 株 式 会 社

D
e
N
A
の 南 場 智 子

代 表 取 締 役 会 長 に 、 ご 自 身 の 起 業 前 後 に 関 す る経 験 や 、 企 業 の 内 外 で ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プを 育 む た め の 方 法 を 、 熱 を 込 め て ご 講 演 い た だき 、 参 加 者 の モ チ ベ ー シ ョ ン が 大 い に 高 ま り まし た 。 第 ２ 回 か ら 第 ４ 回 に か け て は 、 ア ン ト レプ レ ナ ー シ ッ プ に 関 す る 方 法 論 や マ イ ン ド セ ット の 型 を 学 び 、 そ の 型 に 沿 っ た 実 践 を 重 ね て いま す 。 具 体 的 に は 、 近 年 設 立 さ れ た ス タ ー ト アッ プ 企 業 の 中 か ら １ 社 を 自 由 に 選 び 、 当 該 企 業の ビ ジ ネ ス ア イ デ ア に つ い て 、 顧 客 イ ン タ ビ ュー や セ ー ル ス 活 動 を 実 際 に 行 っ た 上 で 、 そ の 成果 を プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と い う 形 で ア ウ ト プ ット し て き ま し た 。 第 ５ 回 以 降 で は 、 既 存 の ビ ジネ ス ア イ デ ア で は な く 、 自 ら の 新 た な ア イ デ アに 基 づ い て 同 様 の 流 れ を 実 践 す る こ と で 、 不 確実 性 の 高 い 環 境 下 で も 自 身 の 持 つ 資 源 を 超 え て機 会 を 追 求 し 課 題 解 決 に 向 け た 行 動 を 起 こ し てい く た め の 精 神 と 態 度 を 、 ビ ジ ネ ス で の 起 業 とい う 文 脈 に 即 し な が ら 身 に 着 け て い く も の と 考え て い ま す 。
本 プ ロ グ ラ ム の 広 報 活 動 を 行 う 際 に 、 起 業 に

関 心 の な い 層 に 対 し 、 ど の よ う に し た ら ア ン ト

図 ４ 　 プ ロ グ ラ ム 内 の Z o o m 講 義 に お け る 講 師 の フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン の 様 子

       （ ビ ジ ネ ス 仮 説 検 証 の た め の 顧 客 イ ン タ ビ ュ ー の 実 践 に つ い て の ガ イ ダ ン ス 場 面 ）

む す び に

全 国 の 大 学 生 ・ 大 学 院 生 の ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 醸 成 に 向 け た 、 大 規 模 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 試 行 に つ い て
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「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」  （ 文 化 審 議 会 建 議 ）  に つ い て

文 化 庁 国 語 課

府 省 庁 が 作 成 す る 文 書 で あ る 公 用 文 に つ い て 、  「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」  （ 文 化 審 議 会 建 議 ）  が 令 和 ４ 年 １ 月 に 文 部 科 学 大 臣 に 建 議 さ れ 、そ れ を 受 け て 内 閣 官 房 長 官 か ら 各 国 務 大 臣 に 宛 て て  「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」  の 周 知 に つ い て 」  （ 令 和 ４ 年 内 閣 文 第 １ 号 ）  が 通 知 さ れ ま し た 。
府 省 庁 が 作 成 す る 文 書 で あ る 公 用 文 に つ い て 、

令 和 ４ 年 １ 月 ７ 日 に 「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」  （ 文化 審 議 会 建 議 ） が 示 さ れ ま し た 。
こ れ は 、 文 化 審 議 会 国 語 分 科 会 で 、  「 公 用 文 作

成 の 要 領 」  （ 昭 和

2 6年 国 語 審 議 会 建 議 ・

2 7年 内 閣

官 房 長 官 依 命 通 知 別 紙 ） を 約

7 0年 ぶ り に 見 直 し 、

令 和 ３ 年 ３ 月

1 2日 に  「 新 し い  「 公 用 文 作 成 の 要 領 」

に 向 け て 」 で 報 告 さ れ た 内 容 に つ い て 、 政 府 内 への 周 知 に 向 け 文 化 審 議 会 か ら 末 松 信 介 文 部 科 学 大臣 に 建 議 さ れ た も の で す 。
Ｓ Ｎ Ｓ の 活 用 な ど 、 各 府 省 庁 か ら 国 民 に 直 接 向

け た 情 報 発 信 が 日 々 行 わ れ る よ う に な っ た 実 態 を踏 ま え 、  公 用 文 に 関 す る 既 存 の ル ー ル に 基 づ い て 、

現 代 社 会 に お け る 公 用 文 作 成 の 参 考 と し て 活 用 され る よ う 留 意 点 が ま と め ら れ て い ま す 。
こ の 建 議 に 関 し て 、 １ 月

1 1日 の 閣 議 で 、 末 松 文

部 科 学 大 臣 か ら 報 告 さ れ た こ と を 受 け 、 同 日 、 松野 博 一 内 閣 官 房 長 官 か ら 各 国 務 大 臣 に 宛 て て  「  「 公用 文 作 成 の 考 え 方 」 の 周 知 に つ い て 」  （ 内 閣 文 第１ 号 ） が 通 知 さ れ ま し た 。
通 知 で は 、  「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 （ 建 議 ）  」 は 、

現 代 社 会 に お け る 公 用 文 作 成 の 手 引 と し て ふ さ わし い も の で あ る こ と か ら 、 周 知 に つ い て 配 意 願 うこ と 、 ま た 、 昭 和

2 6年 の 「 公 用 文 作 成 の 要 領 」 に

つ い て 通 知 し た  「 公 用 文 改 善 の 趣 旨 徹 底 に つ い て 」（ 昭 和

2 7年 ４ 月 ４ 日 内 閣 閣 甲 第

1 6号 内 閣 官 房 長 官

依 命 通 知 ） は 廃 止 す る こ と と さ れ ま し た 。
こ こ で は 、  今 回 示 さ れ た  「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」

（ 文 化 審 議 会 建 議 ） の 内 容 の 一 部 を 御 紹 介 し ま す 。

今 回 の 建 議 の 全 体 に つ い て は 、 次 の リ ン ク 先 で
公 開 し て い ま す 。
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文 化 審 議 会 建 議 「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」  （ 以 下 、
本 建 議 ） で は 、 公 用 文 と 呼 ば れ る 文 書 の 範 囲 を 整理 し 、 法 令 の ほ か に 、  「 告 示 ・ 通 知 等 」  、  「 記 録 ・公 開 資 料 等 」  、  「 解 説 ・ 広 報 等 」 と 分 類 し 、 読 み 手に 応 じ た 工 夫 を 考 え る よ う 求 め て い ま す 。

法 令 に 準 ず る よ う な 告 示 ・ 通 知 等 は 、 内 外 に 対
し て 一 定 の 拘 束 力 や 実 効 性 を 持 つ も の で あ り 、 正確 さ を 重 視 し 、 従 来 ど お り に 、 表 記 を 法 令 と 一 致さ せ る こ と を は じ め 、 公 用 文 作 成 の 原 則 に 従 う こ

府 省 庁 が 作 成 す る 公 用 文 に つ い ての 考 え 方 が 新 た に 示 さ れ ま し た

公 用 文 の 範 囲 を 分 類
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と と し て い ま す 。
一 方 で 、 国 民 に 直 接 向 け た 解 説 ・ 広 報 等 を 中 心

に 、  全 て の 国 民 が 読 み 手 に な り 得 る こ と を 意 識 し 、分 か り や す く 親 し み や す い 書 き 表 し 方 を 積 極 的 に認 め て い く 考 え 方 を 提 示 し て い ま す 。

本 来 公 用 文 は 、 日 本 語 を 用 い て 生 活 し て い る 人
で あ れ ば 、  誰 で も 理 解 で き る も の と す べ き で す が 、本 建 議 で は 、 あ え て 、 そ れ ぞ れ の 文 書 を 実 際 に 活用 す る 機 会 が 多 い と 考 え ら れ る 人 を 「 想 定 さ れ る読 み 手 」 と し 、 表 の よ う に 整 理 し て い ま す 。

公 用 文 に お い て は 、 社 会 一 般 の 表 記 習 慣 の 変
化 や 実 態 が 反 映 さ れ て き て お り 、 本 建 議 に も 、そ れ ら が 取 り 入 れ ら れ て い ま す 。 例 え ば 昭 和

2 6

年 の 「 公 用 文 作 成 の 要 領 」  （ 以 下 、 旧 要 領 ） で は 、横 書 き の 読 点 に 関 し て 、  「 ，  」  （ コ ン マ ） を 用 い るこ と と さ れ て い ま し た 。 し か し 、 社 会 に お け る使 用 実 態 を 踏 ま え 、 公 用 文 作 成 に お い て も 、 今後 は 「 、  」  （ テ ン ） を 用 い る こ と を 原 則 と す る と変 更 し て い ま す 。  な お 、  横 書 き で は  「 ，  」  （ コ ン マ ）を 用 い て も よ い が 、 一 つ の 文 書 内 で ど ち ら か に統 一 す る こ と と し て い ま す 。
ま た 、 符 号 の 使 い 方 に 関 し て 、 解 説 ・ 広 報 等

の 文 書 や 、 発 言 を そ の ま ま 記 載 す る 記 録 な ど にお い て は 、 必 要 に 応 じ て 、 旧 要 領 で は 記 載 の なか っ た 「 ？ 」  （ 疑 問 符 ） や 「 ！ 」  （ 感 嘆 符 ） を 使用 し て も よ い と し て い ま す 。

例
　
○ ○ 法 が 改 正 さ れ た の を 知 っ て い ま す か ？

　 　

来 月

2 0日 、 開 催 ！

本 建 議 で は 、 公 用 文 の 作 成 を 読 み 手 と の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て 捉 え 、 広 く 一 般 に 向 け た解 説 ・ 広 報 等 で は 、 義 務 教 育 で 学 ぶ 範 囲 の 知 識で 理 解 で き る よ う に 書 く よ う 努 め る こ と を 求 めて い ま す 。

例 え ば 、 公 用 文 表 記 の 原 則 と 異 な る 書 き 方 を
用 い た 方 が 読 み 手 に 伝 わ り や す い 場 合 が あ り ます 。 次 の 例 の よ う に 、 常 用 漢 字 で あ っ て も 使 用を 控 え た り 、 振 り 仮 名 ・ 送 り 仮 名 を 付 け た り する な ど の 工 夫 が 考 え ら れ ま す 。例

　
御 参 加

 　
→

 ご 参 加

　 　

若 し く は

 →

 も し く は

　 　

幾 ら

 　 　

→

 い く ら

　 　

手 続

 　 　

→

 手 続 き

　 　

雇 主 責 任

 →

 雇 い 主 責 任

ま た 、 外 来 語 に 関 し て は 、 次 の ア ～ エ の 考 え
方 で 対 応 す る よ う 求 め て い ま す 。

言 語 環 境 の 変 化 や 読 み 手 の多 様 化 に 対 応

（ 表 ） 公 用 文 の 分 類 例

機 密 性 2 情 報

大大 別別 具具 体体 例例 想想 定定 ささ れれ るる 読読 みみ 手手 手手 段段 ・・ 媒媒 体体 のの 例例

法法 令令
法 律 、 政 令 、 省 令 、
規 則

専 門 的 な 知 識 が
あ る 人

官 報

告告 示示 ・・ 通通 知知

等等

告 示 ・ 訓 令
通 達 ・ 通 知
公 告 ・ 公 示

専 門 的 な 知 識 が
あ る 人

官 報
府 省 庁 が 発 す る 文 書

記記 録録 ・・ 公公 開開 資資 料料

等等

議 事 録 ・ 会 見 録
統 計 資 料
報 道 発 表 資 料
白 書

あ る 程 度 の
専 門 的 な 知 識 が
あ る 人

専 門 的 な 刊 行 物
府 省 庁 に よ る 冊 子
府 省 庁 ウ ェ ブ サ イ ト

解解 説説 ・・ 広広 報報

等等

法 令 ・ 政 策 等 の 解 説
広 報
案 内
Ｑ ＆ Ａ
質 問 等 へ の 回 答

専 門 的 な 知 識 を
特 に 持 た な い 人

広 報 誌
パ ン フ レ ッ ト
府 省 庁 ウ ェ ブ サ イ ト
府 省 庁 Ｓ Ｎ Ｓ ア カ ウ ン ト

（ 表 ） 公 用 文 の 分 類 の 例

１
社 会 一 般 に お け る日 本 語 表 記 を 反 映

２
公 用 文 作 成 は読 み 手 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

「 公 用 文 作 成 の 考 え 方 」（ 文 化 審 議 会 建 議 ） に つ い て
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◆
ア
　
そ
の
ま
ま
使
う

日
本
語
に
十
分
定
着
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
ま
ま

用
い
る
。

例　

ス
ト
レ
ス

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
イ
　
言
い
換
え
る

多
く
の
人
に
と
っ
て
な
じ
み
が
な
く
読
み
手
に
と
っ

て
も
分
か
り
に
く
い
外
来
語
は
、
漢
語
や
和
語
に
置
き

換
え
る
。

例　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
→
起
業
支
援

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
→
仕
入
先
、
供
給
業
者

◆
ウ
　
説
明
を
付
け
て
使
う

重
要
な
意
味
を
持
ち
、
分
か
り
や
す
く
言
い
換
え
る

こ
と
が
困
難
な
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
上
で
、
そ

の
意
味
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
明
確
に
説
明
す
る
。

例　

多
様
な
人
々
を
受
け
入
れ
、
共
に
関
わ
っ
て
生
き

　

る
社
会
を
目
指
す
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
は
…

◆
エ
　
使
い
方
を
工
夫
す
る

日
本
語
に
定
着
す
る
途
上
の
も
の
で
、
簡
単
な
言
い

換
え
で
は
表
せ
な
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
句

全
体
を
文
脈
に
応
じ
て
言
い
換
え
る
と
い
っ
た
工
夫
が

考
え
ら
れ
る
。

例　

リ
ス
ク
を
取
る

→
覚
悟
を
決
め
て
進
む
、
賭
け
る

も
の
も
あ
る
。
）

例　

第
１
日
目
→
第
１
日
、
１
日
目

　

各
都
道
府
県
ご
と
に
→
都
道
府
県
ご
と
に

　

従
来
か
ら
→
従
来

　

ま
ず
最
初
に
→
最
初
に

本
建
議
で
は
、
伝
わ
り
や
す
い
文
の
書
き
方
に
関
し

て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
要
所
や
注
意
点
を
提
示
し
て

い
ま
す
。

◦
修
飾
節
は
長
い
も
の
か
ら
示
す
。

例　

我
が
国
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
関
す
る
覚
書

　

を
、
文
化
財
の
保
存
修
復
や
国
際
協
力
の
分
野
で

　

永
年
の
経
験
を
有
す
る
イ
タ
リ
ア
と
締
結
し
て
い

　

る
。　

→
我
が
国
は
、
文
化
財
の
保
存
修
復
や
国
際
協
力

の
分
野
で
永
年
の
経
験
を
有
す
る
イ
タ
リ
ア
と
、

文
化
遺
産
国
際
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て

い
る
。

◦
二
重
否
定
は
、
強
調
し
た
い
こ
と
を
効
果
的
に
伝
え

よ
う
と
す
る
よ
う
な
場
合
を
除
き
、
な
る
べ
く
避
け

る
。

例　

…
し
な
い
わ
け
で
は
な
い

→
…
す
る
こ
と
も
あ
る

本
建
議
で
は
、
紛
ら
わ
し
い
言
葉
の
扱
い
や
、
違
和

感
や
不
快
感
を
与
え
な
い
言
葉
の
使
い
方
な
ど
、
表
現

の
工
夫
の
仕
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
考
え
方
を
提
示

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
紛
ら
わ
し
い
言
葉
の
扱
い
に

関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

◦「
等
」「
な
ど
」
の
類
は
慎
重
に
使
う
。

「
等
」「
な
ど
」
は
、
読
み
手
に
と
っ
て
、
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
や
内
容
が
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
や
、
批
判

を
か
わ
す
た
め
と
見
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
正
確
さ

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
る
と
き
に

は
、
具
体
的
に
挙
げ
る
べ
き
内
容
を
想
定
し
て
お
く
こ

と
や
、「
等
」「
な
ど
」
の
前
に
は
、
代
表
的
・
典
型
的

な
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
例
の
よ
う
に
言
葉
を
包
括
的
に
言
い
換
え

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

例　

遺
跡
の
保
存
・
活
用
等
の
実
施

→
遺
跡
の
保
存
・
活
用
に
関
わ
る
取
組
の
実
施

◦
意
味
が
重
複
す
る
表
現
は
、
む
や
み
に
用
い
な
い
よ

う
に
す
る
。
（
た
だ
し
、
慣
用
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
場
合
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
誤
り
と
も
言
え
な
い

表
現
の
工
夫
の
仕
方
に
つ
い
て

ヒ
ン
ト
を
提
示

１

紛
ら
わ
し
い
言
葉
の
扱
い
、違
和
感
や

不
快
感
を
与
え
な
い
言
葉
の
使
い
方

２

伝
わ
り
や
す
い
文
の
書
き
方
に
関
す
る

要
所
や
注
意
点
を
提
示

「公用文作成の考え方」（文化審議会建議）について
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○
○
を
除
い
て
実
現
し
て
い
な
い

→
○
○
の
み
実
現
し
た

◦
読
点
の
付
け
方
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
こ
と
に
注

意
す
る
。

例　

当
課
は
時
間
を
掛
け
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　

団
体
を
支
援
す
る
。

→
当
課
は
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
に
、
時

間
を
掛
け
て
支
援
を
行
う
。

府
省
庁
が
作
成
す
る
文
書
で
あ
る
公
用
文
に
つ
い
て
、

「
公
用
文
作
成
の
要
領
」（
昭
和
26
年
国
語
審
議
会
建
議
・

27
年
内
閣
官
房
長
官
依
命
通
知
別
紙
）
で
は
、「
公
用
文

を
、
感
じ
の
よ
く
意
味
の
と
お
り
や
す
い
も
の
と
す
る
」

こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
前
用
い
ら
れ
て
い

た
文
語
体
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
公
用
文
は
、
そ

の
と
お
り
に
、
口
語
体
・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
と

変
わ
り
定
着
し
ま
し
た
。
公
用
文
の
平
易
化
は
、
一
定

の
達
成
を
見
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、「
公
用
文
作
成
の
要
領
」
か
ら
約
70
年
を
経

た
現
在
の
社
会
に
お
い
て
は
、
公
用
文
に
求
め
ら
れ
る

も
の
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
用
語
や
文
体

等
の
平
易
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
正
確
に
、
分
か
り

や
す
く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

「「
公
用
文
作
成
の
考
え
方
」
の
周
知
に
つ
い
て
」（
令

和
４
年
１
月
11
日
内
閣
文
第
１
号
内
閣
官
房
長
官
通
知
）

は
、
各
国
務
大
臣
に
宛
て
て
通
知
さ
れ
、
各
府
省
庁
で

の
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
更
に
、
地
方
自
治

体
や
民
間
で
も
「
公
用
文
作
成
の
考
え
方
（
建
議
）」
が

参
考
に
さ
れ
て
、
多
く
の
人
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
活
用
の
さ
れ
方

「公用文作成の考え方」（文化審議会建議）について
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ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者

2 0 2 1

の 選 定 に つ い て

～ 科 学 技 術 へ の 顕 著 な 貢 献 ～

科 学 技 術  ・  学 術 政 策 研 究 所

科 学 技 術  ・  学 術 政 策 研 究 所  （

N
I
S
T
E
P
、  所 長

 佐 伯

　
浩 治 ）  で は 、  科 学 技 術 イ ノ ベ  ー シ ョ  ン の 様 々 な 分 野 に お い て 活 躍 さ れ 、

日 本 に 元 気 を 与 え て く れ る

1 0名 の 方 々 を  「 ナ イ ス ス テ  ッ プ な 研 究 者 」  と し て 選 定 し ま し た 。

科 学 技 術 ・ 学 術 政 策 研 究 所 （

N
I
S
T
E
P
） で

は 、 科 学 技 術 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 様 々 な 分 野 に お いて 活 躍 さ れ 、  日 本 に 元 気 を 与 え て く れ る 方 々 を  「 ナイ ス ス テ ッ プ な 研 究 者 」 と し て 選 定 し て い ま す 。「 ナ イ ス ス テ ッ プ 」 と は 、 す ば ら し い と い う 意 味の 「 ナ イ ス 」 と 、 飛 躍 を 意 味 す る 「 ス テ ッ プ 」 を組 み 合 わ せ 、 当 研 究 所 の 略 称

 「
N
I
S
T
E
P
（ ナ

イ ス テ ッ プ ）  」 に 絡 め た も の で す 。
平 成

1 7年 よ り 選 定 を 始 め 、 過 去 に ナ イ ス ス テ ッ

プ な 研 究 者 に 選 定 さ れ た 方 の 中 に は 、 後 に ノ ー ベル 賞 を 受 賞 さ れ た 山 中

 伸 弥

 教 授 （ 京 都 大 学 （ 当

時 ）  、 平 成

1 8年 選 定 、 平 成

2 4年 受 賞 ） 及 び 天 野

 浩

 

教 授 （ 名 城 大 学 （ 当 時 ）  、 平 成

2 1年 選 定 、 平 成

2 6

年 受 賞 ） や 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 に お い て 活 躍 さ れ て

い る 山 海

 嘉 之

 教 授  （ 筑 波 大 学  （ 当 時 ）  、  平 成

1 9年 ）

及 び 西 村

 邦 裕

 氏 （ 株 式 会 社 テ ン ク ー 、 平 成

3 0年 ）

等 、 顕 著 な 功 績 を 挙 げ ら れ た 方 も お り ま す 。
令 和 ３ 年 の 選 定 に お い て は 、

N
I
S
T
E
P
の 日

頃 の 調 査 研 究 活 動 で 得 ら れ る 情 報 や 、 専 門 家 ネ ット ワ ー ク （ 約 ２ 千 人 ） へ の 調 査 で 得 た 情 報 等 に より 、 最 近 の 活 躍 が 注 目 さ れ る 研 究 者 約 ３ ９ ０ 名 の候 補 者 を 特 定 し ま し た 。 選 定 に お い て は 、 研 究 実績 に 加 え て 、 人 文 ・ 社 会 科 学 と の 融 合 等 の 新 興 ・融 合 領 域 を 含 め た 最 先 端 ・ 画 期 的 な 研 究 内 容 、 産学 連 携 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 国 際 的 な 研 究 活 動 の 展開 等 の 観 点 か ら 、 所 内 審 査 会 の 議 論 を 経 て 最 終 的に

1 0名 を 選 定 し ま し た 。
今 年 の 「 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者 ２ ０ ２ １ 」 に

は 、 今 後 活 躍 が 期 待 さ れ る

3 0代 ～

4 0代 の 若 手 研 究

者 （ 平 均 年 齢

4 0・  ０ 歳 ） を 中 心 に 、 生 命 の 進 化 や

物 質 に 関 す る 先 進 的 な 基 礎 研 究 や 、 人 文 学 分 野 に情 報 学 の 技 術 を 応 用 す る 融 合 研 究 、 大 型 計 算 機 を

用 い た 大 規 模 災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と い っ た 現 代社 会 の 課 題 に 密 接 に 関 わ る 研 究 な ど 多 岐 に わ た る分 野 に お い て 、 研 究 活 動 の み な ら ず 様 々 な 形 で 国内 外 へ 広 く 研 究 成 果 を 展 開 さ れ て い る 方 を 選 定 して い ま す 。
こ れ ら の 方 々 の 活 躍 は 科 学 技 術 に 対 す る 夢 を 国

民 に 与 え て く れ る と と も に 、 我 が 国 の 科 学 技 術 イノ ベ ー シ ョ ン の 向 上 に 貢 献 す る も の で す 。

1 7ペ ー

ジ で は 本 年 度 の 選 定 者 の 方 々 を ご 紹 介 し ま す 。
１ 月

1 1日 、 ２ ０ ２ １ 年 の 「 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研

究 者 」 に 選 ば れ た 若 手 研 究 者

1 0名 が 、 文 部 科 学 省

1 0名 の  「 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者 」

「 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者 」  の大 臣 表 敬
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を 表 敬 訪 問 さ れ 、 末 松 大 臣 、 高 橋 大 臣 政 務 官 と 懇談 を 行 い ま し た 。  末 松 大 臣 か ら は 、 冒 頭 、  「 今 後 の 科 学 技 術 行 政
を 考 え て い く 上 で 、

3 0、

4 0代 の 若 手 研 究 者 が チ ャ

レ ン ジ で き る こ と が 重 要 で あ り 、 若 手 研 究 者 の 皆さ ん か ら ア イ デ ア を い た だ き た い 」 と 期 待 を 込 めて 話 し ま し た 。
ま た 、 高 橋 政 務 官 か ら は 、  「 子 供 た ち に 科 学 技

術 に 関 心 を 持 っ て も ら う た め に ど の よ う な 教 育 が必 要 か 、 ま た 将 来 の 日 本 を 支 え る 研 究 者 、 特 に 理工 系 の 女 性 研 究 者 を い か に 育 成 し て い く か に つ い

て 、 意 見 を い た だ き た い 」 と 話 し ま し た 。
若 手 研 究 者 の 皆 さ ん か ら は 、  「 研 究 成 果 の 創 出

や 社 会 課 題 解 決 に は 異 分 野 融 合 が 重 要 」 で あ り 、「 大 学 を 超 え て 交 流 を 広 げ る と と も に 、 一 つ の 学問 に つ い て 深 く 究 め る こ と が 重 要 」 で あ る こ と など 、 様 々 な 角 度 か ら 意 見 を 頂 き ま し た 。 博 士 号 取得 者 や 博 士 後 期 課 程 学 生 の 現 状 に つ い て は 、  「 研究 成 果 を 上 げ て も 終 身 雇 用 の ポ ス ト に つ く こ と が難 し い 」 と い う 意 見 や 、「 博 士 課 程 に 進 学 す る 学 生 を 増 や す た め に は 、博 士 号 取 得 後 の 多 様 な キ ャ リ ア パ ス を 提 示 す る こと が 重 要 」 で あ る こ と な ど 意 見 を 頂 き ま し た 。
大 学 の 研 究 環 境 に つ い て は 、  「 大 学 の 先 生 の 教

育 や 運 営 管 理 の 負 担 を 軽 減 し 、 自 由 に 研 究 で き る時 間 を 確 保 す べ き 」  、  「 国 内 だ け で 研 究 を 閉 じ る ので は な く 、 様 々 な 国 と デ ー タ を 共 有 す る ネ ッ ト ワー ク を 構 築 す べ き 」 と い っ た 意 見 を 伺 う こ と が でき ま し た 。
今 後 、  「 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者 ２ ０ ２ １ 」 の

研 究 者 に つ い て 紹 介 す る 取 組 を 行 い ま す 。 ４ 月の 科 学 技 術 週 間 で は 、 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者の 方 々 の パ ネ ル 展 示 を 予 定 し て い る ほ か 、 研 究者 の 方 々 か ら 研 究 成 果 や 活 動 、 特 色 の あ る 取 組な ど を 広 く ご 紹 介 い た だ く 一 般 向 け の 講 演 会 を予 定 し て い ま す 。

昨 年 は 、

1 0名 の 研 究 者 に よ る 講 演 を ５ 月 か ら

７ 月 に か け て ３ 回 行 い 、 約 ４ ０ ０ 名 の 参 加 が あり ま し た 。  （

http
s:/

/
w

w
w
.niste

p.g
o.jp

/
a
ctivities/

niste
p-sele

ctio
n）

ま た 、

N
I
S
T
E
P
が 発 刊 し て い る 季 刊 誌  「

S
T
I 

H
oriz

o
n」 に て 、 今 年 も 「 ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究

者 か ら 見 た 変 化 の 新 潮 流 」 と 題 し 、 ナ イ ス ス テッ プ な 研 究 者 ２ ０ ２ １ の 方 々 へ の イ ン タ ビ ュ ー記 事 を 掲 載 予 定 で す 。  （

h
tt

p
s:/

/
w

w
w
.nist

e
p.

g
o.jp

/
a
ctivitie

s
/
sti-h

o
riz

o
n

%
e
8

%
a
a

%
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/
sti-

h
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o
n）

今 後 の 取 組

ナ イ ス ス テ ッ プ な 研 究 者 2 0 2 1 の 選 定 に つ い て

1 6 N o. 2 6 7     F E B R U A R Y 2 0 2 2

https://www.nistep.go.jp/activities/sti-horizon%e8%aa%8c/sti-horizon
https://www.nistep.go.jp/activities/nistep-selection
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